
　６月定例会では、６月14日、17日および18日の３日間にわたり16人の議員が一般質問を行い、太田市政の現状や将来に対する
方針などに関して活発な議論を展開しました。紙面の都合により、質問した議員に確認のうえ１問を選び、質問と答弁の要旨を
紹介します。なお、一般質問の模様は太田市議会ホームページ「インターネット中継」からご覧いただくことができます。また、
定例会の正式な会議録は、市政情報コーナーや市立図書館、市議会ホームページ、議会事務局などで９月下旬からご覧いただく
ことができます。詳しいことは、議会事務局（　０２７６－４７－１８０６）までお問い合わせください。６月定例会  一般質問要旨

議　員　家庭環境の多様化や地域の人
間関係の希薄化により、家庭の中で子ど
もの悩みを受け止め、解決することが難し
くなっています。本市におけるいじめ等の
悩みを抱える児童生徒の相談体制につ
いて伺います。
教育部長　学校では主に担任が相談を
行い、いじめと認知した場合には教育委
員会に報告の上、複数の教員で解決を図
ります。教育委員会の相談体制としては、
電話、メール、面談、巡回相談等の方法で、
さまざまなスキルを持つ学校長の経験者
が対応しています。
議　員　メールや面談での相談は、今の
児童生徒にはハードルが高い印象を受け
ます。現況の相談体制について、教育長
の所見を伺います。
教育長　対面して表情を見ながら子ども
の声を聴く姿勢が、相談体制を構築する
上での基本です。教員の一人一人がその
意識を持つと同時に、教育委員会におい
ても情報共有を図り、たくさんの大人の目

議　員　本市の図書館におけるＷｉ－Ｆｉ
の導入状況を伺います。
文化スポーツ部長　美術館・図書館に
は開館当時から整備されています。他の
中央図書館、尾島図書館、新田図書館、
藪塚本町図書館の４図書館には整備して
いません。

議　員　図書館の利用者や図書館協議
会からのＷｉ－Ｆｉ導入の要望の状況と、そ
の対応について伺います。
文化スポーツ部長　４図書館については
年間数件程度の要望があります。今後、
利用者へのアンケートを実施し、需要の
把握に努めたいと考えています。
議　員　Ｗｉ－Ｆｉの導入に係る初期費用

で見守る環境を整えたいと思います。
議　員　現在、小学生の約５割、中学生
の約７割がスマートフォンを所有し、つな
がる場としてのＳＮＳが定着しています。家
庭や学校では相談しにくい子どもたちの
悩みを受け止め、いじめ等の問題の早期
発見、解決を図るため、身近なＳＮＳを活
用した相談体制の構築が必要と考えます
が、教育長の所見を伺います。
教育長　ＳＮＳが子どもたちにとって一番
身近なツールであることに鑑み、有効に
活用できるよう、他の自治体の先行事例
を研究し、メリット・デメリットを精査しなが
ら検討していきたいと思います。

や維持費について伺います。
文化スポーツ部長　群馬県内で既にＷｉ
－Ｆｉを導入している自治体の平均金額は、
初期費用として約15万円、維持費として
月額約１万７,０００円です。
議　員　文部科学省による「図書館の設
置及び運営上の望ましい基準」によると、

「図書館は貸出サービスの充実のほか、
情報サービスとしてインターネット等や商
用データベースの活用にも留意し、イン
ターネット等の利用により外部の情報にア
クセスできる環境の提供に努めるもの」と
あります。図書館のサービスおよび利便性
の向上のため、Ｗｉ－Ｆｉを導入することにつ
いて市長の所見を伺います。
市　長　利用者からの要望がそれほど
ないようなので、市民からの要望が高い
事業を優先して行いますが、美術館・図書
館におけるＷｉ－Ｆｉの利用状況に鑑みて、
必要があれば中央図書館から導入するこ
とを検討していきたいと思います。

議　員　本市において、多くの高齢者は、
運転免許証を返納すると移動手段が乏し
くなってしまうのが実情と考えられます。本
市の公共交通の現状と、それらのうちで
高齢者の利用率が高いサービスについて
伺います。
市民生活部長　路線バス、市営無料バ
ス、デマンド型バスのおうかがい市バスが
あります。高齢者にとってはおうかがい市
バスが最も利用しやすいと考えます。
議　員　おうかがい市バスについては、
停留所まで自力で行くことのできない高
齢者のために自宅から送迎を行うなど、
サービスを拡充する必要があると思いま
すが、所見を伺います。

議　員　中央省庁による障がい者雇用
の水増しの問題を背景として、本年６月７
日の国会にて、改正障害者雇用促進法
が成立しました。本市でも第５期太田市
障がい福祉計画で目標数値を設定して
いますが、この基本的な考え方を伺います。
福祉こども部長　地域生活支援拠点の
整備目標や、福祉施設から一般就労への
移行等の施策に係る目標、必要なサービ
スの見込み量等を、実績や動向を踏まえ
て設定しています。
議　員　本市職員としての障がい者の
雇用状況と、法定雇用率の達成に向けた
取り組みを伺います。
企画部長　法定雇用率２．５％に対し、本
市の雇用率は昨年６月１日時点で１．
７１％です。法定雇用率の達成に向けて、
年齢要件の緩和、知的・精神障がい者を
応募対象とするなど、応募要件の見直し
を行いました。
議　員　障がい者の雇用は法定雇用率
のみが重視され、障がい者本人が生き生

市民生活部長　利用者へのアンケート等
を実施し、調査研究を行っていきたいと思
います。
議　員　本市における要介護認定者の
移動手段について伺います。
健康医療部長　要介護者については、介
護保険法で定められた通院等乗降介助
サービスを受けることができますが、要支援
者はその対象にならないため、本市独自の
事業として、在宅高齢者通院等支援サービ
スにより、医療機関への送迎を行っています。
議　員　通院だけではなく、買い物や習
い事、地域活動等にも利用できる移動手
段が必要と考えます。他の施策を取り入
れ、内容やサービスの拡充を図ることにつ
いて市長の所見を伺います。
市　長　交通弱者を特定し、日時を定め
てドアｔｏドアの送迎を行うシステムの確立
を考えています。多種多様な施策を行うよ
りは、それを精査して高齢者にもわかりや
すい制度を構築し、本当に必要な人に必
要な制度を届けたいと思っています。

きと働ける環境を創出するという本質が
見失われがちです。市職員における障が
い者雇用について、市長の所見を伺いま
す。
市　長　単に雇用率を充足するのではな
く、障がい者本人が意欲的に仕事に取り
組めることが大事だと思います。
議　員　障害者雇用促進法の改正によ
り、国から地方自治体への監視が強まる
中、本市の障がい者雇用のあり方につい
て市長の所見を伺います。
市　長　障がい者が自分の能力に応じ
て働き、満足感を得られるような場を提供
していきたいと思います。国に対しても、そ
の考え方を説明したいと思います。

SNSを活用したいじめ等の相談体制に
ついて
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